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課題提起：系統用蓄電池の容量市場（発動指令電源）への参加について

2029年度向け容量市場において、発動指令電源の応札容量
が上限を超えた分について、一部ランダム約定となっている。
これは系統用蓄電池の応札が増加していることも一因と考え
られる。今後も系統用蓄電池の増加が見込まれ、ランダム約
定が増加していくことはDRアグリゲーターにとっても蓄電
事業者にとっても望ましくない。

基本的には1,000kW以上の蓄電池は安定電源での参加が必
要と整理されているが、解釈次第で発動指令電源で参加して
いる例もあると考えられる。なお、安定電源のリクワイアメ
ントが高圧1-2MW程度の蓄電事業者にとって厳しすぎるのも
事実であり、例えば安定電源の区分を高圧と特別高圧以上で
分けるなどの方策もあると考える。
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